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研究成果の概要（和文）：本白根山で2018年1月23日に水蒸気噴火が発生し、人的な被害が出た。噴火機構の解
明、火山活動推移の予測、融雪泥流リスクの評価を目的とした。噴火２分前の微動は観測されたが、前兆となる
地震活動は見出せない。傾斜変動観測から、噴火前後で開口割れ目が膨張収縮したことが判明した。新火口の地
表面温度は噴火後冷却し3月時点でも異常はないが、空中磁気探査からは数年間に火山深部での広域的な高温化
が示唆された。噴出量は3.6万トンで、2014年御嶽山噴火の1/10である。火山灰の分析から，噴出したガスが既
知のガスとは異なることが判明した。融雪泥流評価のため融雪泥流の可能性を複数のシナリオを用いて検討し
た。

研究成果の概要（英文）：Motoshirane volcano had phreatic eruption on January 23, 2018 with 
casualties. This study aimed at the followings: (1) elucidating the eruption mechanism, (2) 
monitoring and prediction of on-going volcanic activity and (3) assessment of potential lahar. 
Despite the volcanic tremor two minutes prior to the eruption, we could not find significant 
precursory seismic activity. We observed temporal tilt changes at the borehole stations and they are
 explained by a crack inflation and deflation. We observed no anomalous surface temperature at the 
new vent in March, 2018, however, from the aeromagnetic survey, the temperature of the regional 
volcanic area at depth seems elevated over the years. The total ejected mass was estimated as 36,000
 tons which is 1/10 of that of 2014 Mt. Ontake eruption. From the chemical analyses of the ash, the 
ejected gas has different origin from known fumaroles. We also made risk assessment of lahar.

研究分野： 火山学　地球物理学　地球電磁気学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的には、水蒸気噴火は、マグマ噴火に比べ小規模であるが、比較的浅所で発生し顕著な前駆的な活動がない
ことが特徴で、予知が困難な事象である。社会的には、水蒸気噴火の予知は、火山地域が観光資源にもなってい
る状況からして、火山防災上の重要な課題である。本研究では今回の噴火の前兆的な地震活動について検討した
が有意なものはまだない。今回噴火した本白根山は1500年ぶりの噴火で、最近の地熱兆候はなく常設観測点も密
に配置されていなかったので、前兆が捕らえられなかった可能性がある。従来の地球物理モニター観測に加え、
長期的な噴火史の検討や、広域的熱水系の解明が、水蒸気噴火予知研究の基礎的な課題と認識された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
1．研究開始当初の背景 

2018年 1月 23日 10時 02分に草津白根山本白根山鏡池北火口で1500年ぶりの噴火が発生
し、噴石により人的な被害が発生した。この噴火は顕著な前駆的活動を伴わない水蒸気噴
火であると考えられている。近年の草津白根火山では、白根山湯釜水釜火口を中心とする
水蒸気噴火活動が顕著であった。1976 年、1982-83 年に水釜、湯釜からの水蒸気噴火があ
り、1990 年前後に湯釜水釜周辺の火山活動の高まりがあり、2014−2016 年に白根山の山体
膨張を伴う火山活動の高まりがあった。一方で、今回噴火した本白根山では、これまでの
最新の噴火は鏡池北火口での 1500 年前のマグマ噴火であって、近年、鏡池北火口付近には
顕著な地熱活動は記録されていなかった。学術的には、前駆現象を伴わない水蒸気噴火の
プロセスを解明することは重要である。また、1500 年前には同じ火口からマグマ噴火をし
ており、火山活動がマグマ噴火への移行する可能性もあり、それをモニターすることは学
術的のみならず、防災上も重要である。 

 
2．研究の目的 

今回の噴火直後の研究として、以下の３点を明らかにする必要がある。 
目的（１）顕著な前駆的な活動がない水蒸気噴火プロセスの解明 
目的（２）今後の火山活動の推移の予測、特にマグマが噴出する可能性の予測 
目的（３）融雪泥流発生リスクの評価。 

 
３．研究の方法 

先に挙げた３つの目的のために、以下の６つの研究課題を設ける。 

① 地震観測 ②地盤変動観測 ③噴出物調査 ④噴出物調査 ⑤地球化学観測 ⑥融

雪泥流評価 

 
４．研究成果 

2018 年 1 月 23 日 に本白根山で 1500 年ぶりの水蒸気噴火が発生し、以下のような総合
観測を実施した。まず本白根山周囲３箇所に地震計を設置し、オンラインでのデータ転送
を可能にした。また噴火前の前兆的な微小地震活動の検出を行なったが，有意な変化は認
められない。地震波干渉法でも構造の有意な時間変化はない。湯釜火口周辺における傾斜
変動観測から、噴火前後での湯釜南方の隆起および沈降が捉えられ、本白根山鏡池北火口
の開口クラックで説明すると、開口量 1.7m, 噴火前の膨張体積 42.5 万 m3、噴火後の収縮
体積 30万 m3 と推定された。新火口の地表面温度は、3月のヘリによる赤外線画像でも、5
月の現地温度測定でも異常は認められなかった。一方 6月に空中磁気探査を行い、2013 年
の既存データとの差を求めると、ここ数年間に白根山が広域的に消磁し高温化しているこ
とが示唆された。3 月および 4-5 月の現地での噴出物調査から、噴火の噴出量は 3.6 万ト
ンと推定された。噴出岩塊の全岩化学分析では噴出物が鏡池北火砕丘の特徴と一致した。
噴火時運行していたスキー場のローブーウェイの被害状況を調査した。噴火時のスキー場
のライブカメラ映像からは、小規模な火砕サージが認められた。本白根山麓万代鉱温泉及
び湯釜湖水の化学成分分析からは、噴火に関わる変動は認められない。一方、噴出した火
山灰に付着した水溶性成分の化学分析から，噴火に関与した火山ガスの成分がわかるが、
万代鉱や湯釜の熱水系とは異なる火山ガスであることが判明した。融雪泥流評価のため，
噴出物の物性分析，河川モニタリング，積雪水量分布調査を行った．噴石による融雪や雪
崩発生の可能性を複数のシナリオを用いて定量的に検討した。いずれの想定でも振子沢と
振子沢一清水沢の間の沢に泥流が流下する可能性が高く，また一部の想定では，谷沢川に
まで流入する可能性を事前に指摘した。 
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